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論　　文　　の　　要　　冒

　あるアイソタイプをもつ免疫グロブリンの産生調節にヨそのアイソタイプに特異的な免疫グロブ

リン結合因子（IgBF）が関与していることがヨ最近種々の系で示唆されてきている。すなわちヨIgG

抗体産生を特異的に抑制するIgG結合因子、IgA抗体産生を特異的に抑制するIgA結合因子，IgE抗体

産生を特異的に調節するIgE結合因子。などが報告されている。これらはいずれも。そのアイソタイ

プに特異的なFcレセプターをもつ丁細胞から産生され，それぞれ対応するアイソタイプの免疫グロ

ブリンのFc部分に結合する。したがってヨこれらの結合因子は丁細胞のFcレセプターかまたはその

近縁物質であろうと考えられている。

　このように事IgGラIgAやIgEに特異的に結合しその産生を調節するところの免疫グロブリン結合

因子の存在は報告されているもののヨIgMに結合する因子については現在まで知られていない。著者

はラIgMに対するレセプターをもつ丁細胞が存在する以上，IgMに特異的に結合しヨIgM抗体産生を

調節するところのIgM結合因子も存在するであろうと推定し争本研究を行った。

　IgM結合因子はヨIgM抗体で感作したウシ血球と24時間培養ヒトリンパ球との間で起きるロゼッ

ト形成反応を阻害する活性として検出した。

　マウス胸腺細胞をコンカナバリンAの存在下で培養すると、その培養上清中にロゼット形成反応を

阻害する因子が出現してきた。この阻害因子の産生はヨコンA刺激胸腺細胞を精製IgMとともにさら
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に培養するとラ増強した。またこの阻害因子はヨ玉gMを結合したセファローズには特異的に吸着され

るが、IgGセファローズには吸着されずヨトリプシン，プロネーズ、パパインなどの蛋自分解酵素の

作用をうけるとその活性を失いラゲル濾過法では分子量70Kと35Kの位置に溶出された。IgMセファ

ローズを用いたアフィニティーカムで精製したこの阻害因子を、試験管内での抗ヒツジ赤血球抗体

産生系に加えるとラIgM抗体産生は抑制されたが，亙gG抗体産生はあまり影響をうけなかった。この

阻害因子は，胸腺細胞だけでなくラ脾細胞を精製IgMで刺激しても得られヨ脾細胞の中では丁細胞が

その主な産生細胞であると推定された。

　以上の諸性質よりヨこの阻害因子は，既に報告されているIgG結合因子、IgA結合因子ヨIgE結合

因子などに相応するので，亙gM結合因子と名付けられた。そして生体内では、抗原刺激によってIgM

抗体が産生されそのIgM抗体が抗原と反応して抗原抗体複合物ができると、この複合物がIgMのFc

に対するレセプターをもつ丁細胞を刺激してIgM結合因子を産生放出させラ放出されたこの因子がIgM

抗体産生を抑制するように働くであろう，と推定している。

審　　査　　の　　要　　旨

免疫グロブリン結合因子による特定のアイソタイプをもつ抗体産生の調節はラ免疫応答の調節機構

の一つとして近年注目を集めている分野である。著者は，本研究において、IgM抗体の産生を特異的

に抑制するところの新しい因子一亙gM結合因子一を丁細胞培養上清中に見出し。その性質ヨ特異性な

どを明らかにしている。この因子が，真にIgMのFc部分に対するレセプターをもつ丁細胞から産生さ

れたものであるか否かはヨまだ明らかにされていないがヨ新しいIgM結合因子を見出しその諸性質を

ある程度まで明らかにしたことはヨ高く評価できる。

　よってラ著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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